
第 2 期 決 算 公 告 

自 2023年４月 １日 

至 2024年３月 31日 

PPSCインベストメントサービス株式会社
東京都千代田区内幸町二丁目 1 番 6 号 

（代表）03-6447-4752



金 額 金 額

2,869,951 39 

99,121,405 101,595,920 

33,270 ポ イ ン ト 運 用 預 り 金 101,595,920 

723,442 1,132,103 

97,915 61,235 

333 71,468 

416,308 102,860,769 

116,469 12,926 

103,379,098 12,926 

102,873,695 

505,402 

10,000 

495,402 

495,402 

繰 越 利 益 剰 余 金 495,402 

505,402 

103,379,098 103,379,098 

デ リ バ テ ィ ブ 債 権

未 払 金

デ リ バ テ ィ ブ 債 務

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )

現 金 及 び 預 金

有 価 証 券 預 り 金

短 期 差 入 保 証 金

繰 延 税 金 負 債

固 定 負 債 計流 動 資 産 計

未 収 収 益

貸　借　対　照　表
(2024年３月31日 現在)

(単位：千円)

科 目 科 目

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

流 動 負 債 計

資 本 金

( 純 資 産 の 部 )

株 主 資 本

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

負 債 合 計

前 払 金

前 払 費 用

未 収 入 金



(単位：千円)

1,543,447 

△39,648,476 

40,080,904 

311,805 

675,634 

123,579 

－ 

1,543,447 

979,284 

564,163 

1,212 

1,212 

565,375 

565,375 

176,862 

12,926 189,789 

375,586 

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

当 期 純 利 益

経 常 利 益

法 人 税 等 調 整 額

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

雑 収 益

売 上 総 利 益

損  益  計  算  書
(自 2023年4月１日  至 2024年３月31日)

科 目 金 額

売 上 高

有 価 証 券 売 買 損 益

金 融 収 益

そ の 他 の 収 益

売 上 原 価

ポ イ ン ト 運 用 損 益

デ リ バ テ ィ ブ 運 用 損 益



個 別 注 記 表 

当社の計算書類は、「会社計算規則」（平成 18 年法務省令第 13 号）に準拠して作成しております。 

記載金額は単位未満の端数を切り捨てて表示しております。 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

売買目的有価証券 

時価法を採用しております。 

２. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法

時価法を採用しております。 

３. 収益及び費用の計上基準

ポイント運用損益は、ＰａｙＰａｙポイント運用サービス（ＰａｙＰａｙポイント疑似投資サービ

ス）の提供に伴い発生する損益であり、金融商品に関する会計基準の取扱いに準じ損益を認識してお

ります。 

 その他の収益は、インターネット広告関連に係る収益であり、原則として顧客の成果確認に基づき

収益を認識しております。 

４. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

① 外貨建金銭債権債務は、期末日の直近為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。

② ポイント運用預り金の会計処理

ＰａｙＰａｙポイント運用サービス（ＰａｙＰａｙポイント疑似投資サービス）におい

て、ユーザーの運用指示に基づき、参照している上場投資信託の相場価格を反映したポイ

ント残高相当額を預り金の中のポイント運用預り金に計上しております。

なお、当該サービスに係る損益はポイント運用損益に計上しております。 

③ グループ通算制度の適用

当社は、当事業年度からグループ通算制度を適用しております。また、実務対応報告 42

号に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の処理並び

に開示を行っています。



（貸借対照表に関する注記） 

１. 関係会社に対する金銭債権     389,619千円 

２. 関係会社に対する金銭債務     974,981千円 

 

（損益計算書に関する注記） 

１. ポイント運用損益 

ＰａｙＰａｙポイント運用サービス（ＰａｙＰａｙポイント疑似投資サービス）に係る実現及び未実現

損益を計上しております。 

２. 関係会社との取引高 

売上高                          123,579 千円 

販売費・一般管理費        829,172 千円 

 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

１. 当事業年度末における発行済み株式の種類及び総数 

普通株式    1,000 株 

２. 自己株式の種類及び株式数に関する事項 

該当事項はございません。 

３. 配当に関する事項 

該当事項はございません。 

 

（税効果会計に関する注記） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳  

繰延税金資産  

  事業税 14,769 千円 

繰延税金資産合計 14,769 千円 

   

繰延税金負債  

  配当金 27,696 千円 

繰延税金負債合計 27,696 千円 

繰延税金負債の純額  12,926 千円 

 

  



（金融商品に関する注記） 

１. 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

当社は、ＰａｙＰａｙポイント運用サービス（ＰａｙＰａｙポイント疑似投資サービス）におい

てユーザーに対して、ユーザーの運用指示に基づき、参照している上場投資信託の相場価格を反

映したＰａｙＰａｙポイント疑似投資サービスの提供を行っております。当社が提供するＰａｙ

Ｐａｙポイント疑似投資サービスは、ユーザーとの間で自己が取引の相手先となる経済実態とな

ります。当該サービスにおいて発生する疑似ポジションの価格変動リスクを低減するため、当社

は適宜カバー取引を行っております。また、当社は日々の疑似投資サービス業務を円滑に行える

よう流動性の高い銀行預金等を潤沢に保有しております。   

② 金融商品の内容及びそのリスク 

イ．信用リスク 

当社は金融商品取引業者との間でデリバティブ取引を行う際、保証金の差入を行う場合があ

り、差入先の信用リスクに晒されています。 

ロ．市場リスク 

当社は上記のとおり、ユーザーとの間で自己が取引の相手先となって疑似投資サービスを行

っておりますので、当該サービスにおいて発生する疑似ポジション並びに、そのカバー取引

で保有している有価証券等は時価の変動及び外国為替相場の変動リスクに晒されています。 

ハ．流動性リスク 

当社は金融商品取引業者との間でデリバティブ取引を行う際、保証金の差入を行う場合があ

り、流動性リスクに晒されています。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

当社では、各リスクに対し、社内規程に基づき随時モニタリングを実施しております。業務部で

はユーザーとの疑似投資サービスによって生じたポジション並びにそのカバー取引で保有して

いる有価証券等を適切にモニタリングしております。また、企画管理部では日々、資金繰り表を

作成するなどして業務上必要な資金を予測し、手許流動性の確保を行っております。 

  



２. 金融商品の時価等に関する事項 

2024 年３月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 
貸 借 対 照 表 計 上 額 

(千円) 
時価(千円) 差額(千円) 

① 売買目的有価証券 99,121,405 99,121,405 ― 

資産計 99,121,405 99,121,405 ― 

① ポイント運用預り金 101,595,920 101,595,920 ― 

負債計 101,595,920 101,595,920 ― 

デリバティブ取引    

① 上場デリバティブ取引  △39 △39 ― 

②  外国為替証拠金取引 33,270 33,270 ― 

デリバティブ取引計 33,231 33,231 ― 

 （※）１． 現金及び預金、短期差入保証金、未収入金、未払金は時価が帳簿価額に近似することから、

記載を省略しております。 

２．デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債

務となる項目については、△で示しております。 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3 つの

レベルに分類しております。 

レベル 1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価 

レベル 2 の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定

した時価 

レベル 3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 

資産 

① 売買目的有価証券等 

上場投資信託は相場価格を用いて評価しております。上場投資信託は活発な市場で取引されている

ため、その時価をレベル 1 の時価に分類しております。 

 

負債 

① ポイント運用預り金 

ポイント運用預り金の参照している上場投資信託の相場価格を用いて評価しております。上場投

資信託は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル 1 の時価に分類しております。 

 

 

 

 

 



デリバティブ取引 

① 上場デリバティブ取引 

 上場デリバティブは相場価格を用いて評価しております。上場デリバティブは活発な市場で取引

されているため、その時価をレベル 1 の時価に分類しております。 

② 外国為替証拠金取引関係 

外国為替は外部の情報会社が提供する相場価格から通貨間の金利差調整を行い評価していること

から、その時価をレベル 2 の時価に分類しております。 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

１.親会社及び法人主要株主等 

種類 
会社等

の名称 
所在地 

資本金又

は出資金 

(百万円) 

事業の

内容又

は職業 

議決権等

の所有(被

所有)割合

(%) 

関連当事者との

関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

(千円) 

親会社 
PayPay

証券㈱ 

東京都 

千代田

区 

100 証券業 

被所有 

直接 

100.00 

システム関連の

サービス委託 

（注）2 

システム関連の

サービス費用の

支払 

613,232 未払費用 22,575 

出向者の受入 

（注）3 

出向者給与の

支払 
122,876 未払費用 10,946 

(注)1.取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

(注)2.取引条件及び取引条件の決定方針については、市場価格を勘案し、関連のない会社との取引と同様に決定して

おります。 

(注)3.出向者給与については、出向元の給与を基準に双方協議の上、決定しております。 

２.兄弟会社等 

種類 
会社等

の名称 
所在地 

資本金又は

出資金 

(百万円) 

事業の内

容又は職

業 

議決権等

の所有(被

所有)割合

(%) 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

(千円) 

親会社の

子会社 

PayPay

㈱ 

東京都 

千代田

区 

94,179 
コマース

事業 

被所有 

間接 

35.00 

ポイント運

用のサービ

ス提供 

運用代金の

受払 

受入金額 

払出金額 

 

 

81,069,726 

74,492,062 

未収入金 

預り金 

未払金 

243,471 

101,595,920 

774,951 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１. １株当たり純資産額  505,402円56銭

２. １株当たり当期純利益金額 375,586円65銭
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